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平成 30年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 駐車場の適正配置に向けた 

社会実験実施業務委託 公募仕様書 
 

第１章 総則 

(適用) 

第１条 本公募仕様書は、「平成 30 年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 駐車場の適正配置に

向けた社会実験実施業務委託」（以下、「本業務」という。）に適用する事項を定めるものとする。 

 

(目的) 

第２条 本業務の目的については、「平成 30 年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 駐車場の適

正配置に向けた社会実験実施業務委託 契約候補者選定に係るプロポーザル 参加要領」（以下「参加

要領という。」に示す通り。 

 

(業務対象範囲) 

第３条 本業務は、別紙１に示す区域内において実施するものとし、具体的な区域は当市との協議を

経て決定するものとする。 

 

(準拠する法令等) 

第４条 本業務は、本公募仕様書及び企画提案書をもとに別に定める特記仕様書、契約書によるほか、

次の法令等に基づき、実施しなければならない。 

（１）都市計画法 

（２）都市再生特別措置法 

（３）道路法 

（４）道路交通法 

（５）静岡県業務委託共通仕様書 

（６）沼津市業務委託契約約款 

（７）その他関係法令等 

 

(業務計画書) 

第５条 受注者は、本業務を実施するにあたり、すみやかに、実施体制等を示した業務計画書を提出

し、本市の承認を受けるものとする。なお、業務計画書の書式については任意書式とする。 

 

(貸与資料) 

第６条 本業務を実施するにあたり、以下の資料を貸与する。 

① 平成23年度 沼津駅南地区交通計画検討業務委託 報告書 

② 中心市街地歩行者交通量調査結果 

③都市計画道路等の現状調査結果 

○都市計画道路（沼津静浦線、沼津駅沼津港線、本通線、西条千本線、市道沢田線、八幡原

線、西間門新谷線、上香貫東間門線、御成橋牛臥線、平町二瀬川線、中央公園香貫線）、及

び市道（3696号線、3690号線、0244号線、0242号線）の現状（整備状況、道路構成、路上施

設状況等）調査結果 

○狩野川右岸・左岸の歩行者専用道路、及び蛇松緑道の現状（整備状況、道路構成、路上施設

状況等）調査結果 

④町方町・通横町地区市街地再開発事業 都市計画決定図書（市告第102号 平成27年４月６日） 

⑤町方町・大門町・通横町地区計画 都市計画決定図書（市告第264号 平成28年６月23日） 

⑥沼津市アーケード街美観地区 都市計画決定図書（市告第103号 平成27年４月６日） 
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(関連業務等) 

第７条 本業務は、以下の関連業務等に配慮し実施すること。 

（１）本業務のほかに下記の業務委託を別途発注しており、本業務と密接に関係していることから

受託者同士は、連携を図り業務を実施すること。 

 〇平成 30 年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 沼津駅南口駅前広場整備方針等策定業務

委託 

   〇平成 30年度 沼津市中心市街地まちづくり戦略 中心市街地交通戦略策定業務委託 

 （２）社会実験の実施にあっては、地元商店街や自治会関係者等の参加による（仮）実行委員会の

設置を予定しており、受託者は本委員会を含め、第 10条（１）に示す社会実験の基本的な考え

方の実現に向け、関係者等との連携を活かした企画提案を行うこと。 

 

(関係機関協議） 

第８条 第 10条（１）に示す社会実験の実施に伴い必要となる道路管理者、警察等関係機関との協議

及び許可申請等は業務の進捗に併せて当市が行うものとする。 

 

(疑義) 

第９条 本業務の進行上、内容の変更が必要となった場合、あるいは本仕様書に記載無き事項及び疑

義等が生じた場合は、本市及び受託者が協議の上、定めるものとする。 

 

第２章 業務内容 

(業務の内容) 

第 10 条 本業務の内容は、次のとおりとする。 

 （１）社会実験 

業務対象範囲において、車両交通を制限（排除）し、にぎわいのある回遊空間形成に資する道

路空間を実現し、沿道の駐車場等低未利用地の集約、利用転換に向けた端緒とするため、社会

実験を実施するものとし、その基本的な考え方は以下のとおりとする。 

・車両の全面通行止めもしくは片側一方通行などにより車両交通を制限（排除）し、道路を歩行

空間化する。 

・交通制御によって生まれる道路空間は、芝生やハンモック等を設置し気軽に訪れることがで

き滞留しやすい構成とするなど、創意工夫によって歩行者にとって居心地の良い空間を創出・

演出し、沿道のにぎわいづくりを行う。 

・社会実験と併せ起業者等による出店などを促し、潤いのある空間と魅力あるコンテンツが一

体となった中心市街地の将来像を可視化するものとする。 

・社会実験と併せて、沿道の駐車場の集約等により生じる余剰地の利用転換などについて検討、

協議、実施を促し、本市中心市街地の駐車場適正配置に向けた課題を顕在化させる。 

・実施期間および時間帯は、３日以上７日以内の平日、休日を含む連続する日数で適宜提案す

るのもとし、市と協議の上決定するものとする。なお、市では中心市街地で開催されるイベ

ントの状況等を勘案し、９～11 月頃の実施を想定している。 

 

① 計画準備 

実験実施に当たり、実施計画書を作成する。実施計画書には、実施箇所、内容、スキーム、

スケジュール、効果の検証方法及び管理・運営体制、沿道商店街や事業者等との連携方法等を

記載する。 

② 社会実験の実施 

実施計画書に基づき、関係者等との連携の上、社会実験を実施する。 

なお、実験実施に際して必要な備品については、その内容、数量、調達方法等について市と

協議の上決定するものとし、購入費については原則受託者が負担するものとする。 
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③ アンケート調査 

当社会実験の感想、満足度、ニーズ等を把握するため、来街者等アンケート調査を実施す

る。対象、サンプル数、アンケート内容等については提案による。 

 

 

（２）社会実験に伴う動線調査   

① 自動車交通量調査 

社会実験による周辺交通の影響を把握するため、自動車交通量調査を実施する。実施箇所、

実施方法、頻度等については提案による。なお、社会実験前の交通量については、市が貸与す

る資料によるものとして良い。 

② 歩行者通行量調査 

社会実験による周辺の歩行者回遊性への影響について把握するため、歩行者通行量調査を実

施する。実施箇所、実施方法、頻度等については提案による。 

③ 調査結果の分析 

①及び②の調査結果について分析し、第７条に示す関連業務を踏まえ課題等をとりまとめる。 

 

（３）社会実験による課題整理 

社会実験結果、アンケート調査結果、自動車交通量調査、歩行者通行量調査結果を踏ま

え、課題を整理し、本市の中心市街地のまちづくりへの提言を含め、報告書として取りまと

める。 

 

 （４）打合せ協議 

本業務を円滑に遂行するため、節目の段階において打合せ協議を実施するものとする。（打合

せ協議は、初回、中間１回、最終の計３回を想定する。） 

 

（５）報告書作成 

上記の検討結果を報告書として取りまとめを行う。 

 

(成果品) 

第 11 本業務に伴う成果品は、次のとおりとする。 

（１）報告書 Ａ４版 ３部（「本編」「概要編」「参考資料・データ集」としてとりまとめる） 

（２）電子データ   １式（CD-R 又は同等以上の電子媒体） 

    電子データは「静岡県電子納品運用ガイドライン」に示されたファイルフォーマットに基づ

き作成する。 

 

  



- 4 - 

 

業務対象範囲 

 

駐車場の適正配置に向けた社会実験を実施する箇所は 

下図に示す緑色着色箇所内で設定すること。 
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